
 

＝適応規格＝ ＪＩＳ Ｌ １０１８ ８．３４．１ Ａ法／ニット生地試験方法・保温性（恒温法） 
            Ｌ １０９６ ８．２８．１ Ａ法／一般織物試験法・保温性（恒温法） 
        ＡＳＴＭ Ｄ １５１８／Standard Test Method for Thermal Transmittance of 
                                        Textile Material 
 

＝用  途＝ 衣服の重要なファクターの一つとして保温性があります。 本機はニット生地、一般織物、 
一般衣料、不織布、布団綿、毛布等の保温特性を測定する為のものです。 
人体の体温を想定した恒温発熱体に試料を取り付け、一定時間内にこの試料を通過して放散 
される熱損失（放熱量）を求め、これと恒温発熱体上に試料の無い裸状のままでの状態で放散
される熱損失（放熱量）とを測定し、熱損失の差を保温率として算出致します。 
又、この装置は従来の装置と異なり、JIS規格はもとよりASTM規格も忠実に守られています。 

 

＝特  徴＝ JIS、ASTM 規格を忠実に厳守し再現性に優れ、高感度・高速度温度信号処理によりこれまで
に比べ高精度（通電検知時間：０．００００５秒）の測定を実現できます。 
又、新規データ処理装置の開発により測定中の恒温発熱体及び測定室内温度が、モニター上で
見る事が出来、室内温度変化による測定値の異常が容易に発見でき、測定終了後にはそれらの
各値をプリントアウトするだけではなく、専用ソフトウェア採用により、各試験条件、測定デ
ータをメモリーし、データ保存・過去データの検索が簡単に行えます。 

 

＝仕  様＝ 型 式： ＡＷ－２ 
        恒温発熱体寸法： ２５０（Ｗ）×２５０（Ｄ）ｍｍ 
        恒温発熱体材質： 定熱伝導性特殊アルミ合金 
        ヒ ー タ ー： 保温性試験専用恒温発熱体／４０Ｗ、保護板／８０Ｗ、底板／１２０Ｗ 
        温度設定／指示計： デジタル表示／０～５０．０℃（一目盛０．１℃） 
                  3か所／恒温発熱体、保護板、底板 
        温 度 指 示 計： デジタル表示／測定室（フード）内温度 
        消費電力測定器： デジタル式電力消費積算時間計、電力計（０～１０００ｍＡ） 
        試験時間設定器： デジタル式／０～９時間５９分５９秒 
        電力消費時間計： デジタル表示／０～９時間５９分５９秒 
        フ ー ド： 透明アクリル製（前面扉付）／厚み ５ｔｍｍ 
        寸 法： 測定部／５５０（Ｗ）×６００（Ｄ）×７００（Ｈ）ｍｍ 
                  制御部／２００（Ｗ）×５００（Ｄ）×７００（Ｈ）ｍｍ 
        電 源： 単相 ＡＣ１００Ｖ or ２２０V ５０／６０Ｈｚ  
 

＝データ処理装置＝ 測定・表示項目：保温率（％）、熱貫流抵抗[℃・hr・m2/kcal] 、クロー値（ｃｌｏ）、 
熱伝導係数（Ｗ／㎡・℃）、消費電力（通電）時間、フード上部平均温度、試験板平均 
温度、試験板温度／フード上部温度変化グラフ、保温率変化グラフ 

 

 

 

    

 

 

 

 

 ＊改良の為、仕様・外観は予告なく 

  変更する場合があります。 
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